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全５回シリーズ

第4回
上 　公益財団法人SBS 静岡健康増進センター公開講座「聞いてなる

ほど！　いきいきライフ」の2018年度シリーズ（全5回）第4回が
このほど、静岡市葵区のしずぎんホール「ユーフォニア」で行われた。
前半は田中消化器科クリニック院長の田中孝さんが「腸内環境を整
える最新の便秘症治療」」と題し講演した。その概要を紹介する。

   〈企画・制作／静岡新聞社営業局〉

腸内環境を整える最新の便秘症治療

田中  孝さん
田中消化器科クリニック　院長

たなか・こう　1977年、広島大医学部卒業。82年、ボ
ストン大学医学部留学。83年、広島大医学部大学院卒業。
潰瘍性大腸炎の病因に関する研究で博士号取得。静岡県立
総合病院に内科医として勤務し、内科副医長、内科医長を
経て90年、田中消化器科クリニック開業。97年、静岡市
葵区音羽町に新築移転。県消化器科医会理事、静岡市静岡
内科医会会長。

刺
激
性
便
秘
薬
　
　

利
用
は
慎
重
に

私
た
ち
が
生
き
て
い
く
上

で
、
排
泄
（
は
い
せ
つ
）
は
重

要
で
す
。
お
通
じ
が
１
週
間
に

２
回
以
下
だ
と
便
秘
症
と
呼
び

ま
す
。
便
は
水
分
が
60
％
、
腸

の
内
壁
粘
膜
が
20
％
、
食
べ
物

の
か
す
は
５
～
10
％
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
量
は
バ
ナ
ナ
１
・

５
～
２
本
分
で
、
茶
色
が
理
想

的
で
す
。
善
玉
菌
が
多
い
と
臭

い
は
あ
ま
り
な
く
、
悪
玉
菌
が

多
け
れ
ば
悪
臭
が
し
ま
す
。

人
間
の
体
は
約
３
時
間
に
１

回
空
腹
期
収
縮
が
起
こ
り
、
消

化
器
官
に
あ
る
便
が
直
腸
ま
で

運
ば
れ
ま
す
。
翌
朝
起
床
時
、

直
腸
に
便
が
た
ま
っ
た
情
報
が

脳
に
伝
わ
っ
て
排
便
に
つ
な
が

り
ま
す
。
ま
た
朝
食
が
胃
に
入

る
と
腸
管
の
蠕
動
（
ぜ
ん
ど
う
）

運
動
が
始
ま
り
、
排
便
が
促
さ

れ
ま
す
。
ち
な
み
に
、
洋
式
便

座
で
は
浅
く
座
り
「
前
傾
35
度
」

で
前
か
が
み
に
な
る
と
、
ス
ム

ー
ズ
に
排
泄
で
き
ま
す
。

さ
て
、
便
秘
で
悩
む
人
は
多

い
の
で
す
が
、
た
か
が
便
秘
と

あ
な
ど
れ
ま
せ
ん
。
病
気
や
死

に
至
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

冬
に
ト
イ
レ
で
い
き
ん
で
い
る

と
、
血
圧
が
一
気
に
上
が
っ
て

脳
血
管
障
害
の
危
険
性
も
あ
り

ま
す
。
便
が
詰
ま
れ
ば
大
腸
穿

孔
（
せ
ん
こ
う
）
も
あ
り
ま
す
。

便
秘
で
悩
ん
だ
時
、
ま
ず
考

え
る
の
が
便
秘
薬
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
便
秘
薬
に
は
「
刺

激
性
下
剤
」
と
「
非
刺
激
性
下

剤
」
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

酸
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
に
代
表
さ

れ
る
「
非
刺
激
性
」
は
、
腸
に

水
分
を
取
り
入
れ
、
便
を
柔
ら

か
く
し
て
排
便
を
促
し
ま
す
。

こ
れ
ら
は
常
用
し
て
も
副
作
用

は
ほ
ぼ
あ
り
ま
せ
ん
。

も
う
一
つ
の
「
刺
激
性
」
は
、

大
半
の
市
販
の
便
秘
薬
が
該
当

し
ま
す
。セ
ン
ナ
や
ダ
イ
オ
ウ
、

ア
ロ
エ
な
ど
の
成
分
、
こ
れ
を

ア
ン
ト
ラ
キ
ノ
ン
誘
導
体
と
い

い
ま
す
が
、
使
用
に
は
注
意
が

必
要
で
す
。
こ
れ
ら
は
腸
管
運

動
の
神
経
を
刺
激
し
て
排
便
さ

せ
る
の
で
す
が
、
常
用
す
る
と

効
果
が
失
わ
れ
、
逆
に
便
秘
症

を
重
症
化
さ
せ
ま
す
。
さ
ら
に

長
期
間
の
服
用
で
、
大
腸
黒
皮

症
と
言
っ
て
腸
粘
膜
が
黒
く
な

り
ま
す
。
し
か
も
大
腸
腺
腫
、

大
腸
が
ん
の
可
能
性
も
出
て
き

ま
す
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
薬
は

１
カ
月
に
２
～
３
回
の
使
用
な

ら
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
近
で
は
、
新
し
い
排
便
薬

の
ア
ミ
テ
ィ
ー
ザ
、リ
ン
ゼ
ス
、

グ
ー
フ
ィ
ス
な
ど
が
出
て
き
ま

し
た
の
で
、
上
手
に
処
方
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

毎
日
食
べ
た
い
　
　

両
手
一
杯
の
野
菜

次
に
食
事
の
話
を
し
ま
し
ょ

う
。
乳
酸
菌
や
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌

な
ど
、
腸
に
善
玉
菌
を
届
け
る

も
の
を
プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク

ス
、
善
玉
菌
の
え
さ
と
な
る
食

物
繊
維
や
オ
リ
ゴ
糖
を
プ
レ
バ

イ
オ
テ
ィ
ク
ス
と
言
い
ま
す
。

今
、
日
本
人
の
食
物
繊
維
の
摂

取
量
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
約

60
年
前
の
昭
和
30
年
代
、
日
本

人
は
１
日
30
㌘
以
上
の
食
物
繊

維
を
食
べ
て
い
ま
し
た
が
、
現

在
は
わ
ず
か
10
㌘
台
で
す
。
私

た
ち
は
も
っ
と
野
菜
を
食
べ
る

べ
き
で
す
。
両
手
に
一
杯
の
野

菜
を
盛
る
と
食
物
繊
維
は
20
㌘

を
超
え
ま
す
の
で
、
目
安
に
し

て
く
だ
さ
い
。

食
物
繊
維
に
は
２
種
類
あ
り

ま
す
。
ま
ず
水
に
溶
け
な
い
不

溶
性
の
も
の
。
こ
れ
は
便
を
形

づ
く
り
、
蠕
動
運
動
を
促
し
ま

す
。
次
に
水
に
溶
け
る
水
溶
性

の
も
の
。
便
を
膨
潤
さ
せ
、
血

糖
値
や
血
圧
の
上
昇
を
抑
え
ま

す
。不
溶
性
の
食
品
は
ゴ
ボ
ウ
、

キ
ャ
ベ
ツ
、
玄
米
な
ど
の
菜
っ

葉
類
や
穀
類
が
、
水
溶
性
は
イ

モ
、
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
両
方
と
も
取
り
ま
し

ょ
う
。
ち
な
み
に
海
藻
類
は
食

物
繊
維
と
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
が
豊

富
で
、便
通
に
よ
い
食
材
で
す
。

腸
内
に
は
善
玉
菌
、
悪
玉
菌
、

日
和
見
菌
な
ど
多
く
の
細
菌
が

い
ま
す
。
善
玉
菌
は
ビ
フ
ィ
ズ

ス
菌
、
乳
酸
菌
な
ど
で
、
蠕
動

運
動
を
良
く
し
て
悪
玉
菌
の
侵

入
や
増
殖
を
防
ぎ
ま
す
。
悪
玉

菌
は
ウ
ェ
ル
シ
ュ
菌
、
ブ
ド
ウ

球
菌
な
ど
、
腸
内
で
有
害
物
質

を
出
し
ま
す
。
日
和
見
菌
は
大

腸
菌
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

食
生
活
と
し
て
、
善
玉
菌
を

増
や
す
食
事
を
意
識
し
て
取
り

ま
し
ょ
う
。
乳
酸
菌
な
ら
み
そ
、

し
ょ
う
ゆ
、
ぬ
か
漬
け
、
キ
ム

チ
、
納
豆
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
が
豊

富
で
す
。
ほ
か
、
納
豆
に
は
納

豆
菌
、
甘
酒
や
麹
（
こ
う
じ
）

に
は
麹
菌
、
ぬ
か
漬
け
に
は
酪

酸
菌
が
含
ま
れ
ま
す
。

善
玉
菌
が
増
え
て
分
解
さ
れ

る
と
、
短
鎖
脂
肪
酸
が
で
き
ま

す
。
腸
内
の
炎
症
が
抑
え
ら

れ
、
免
疫
力
が
高
ま
り
、
代
謝

や
便
通
も
良
く
な
り
ま
す
。
一

方
、
悪
玉
菌
は
肉
食
・
高
脂
肪

食
で
増
え
ま
す
。
悪
玉
菌
が
優

勢
に
な
る
と
、
発
が
ん
促
進
物

質
の
発
生
や
細
菌
毒
素
が
生
ま

れ
て
、
大
腸
が
ん
、
肝
臓
が
ん

に
影
響
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。多

様
な
細
菌
が
成
す

腸
内
フ
ロ
ー
ラ

腸
の
上
皮
に
は
１
０
０
兆
個

も
の
細
菌
が
連
な
っ
て
い
て
お

花
畑
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
か

ら
、「
腸
内
フ
ロ
ー
ラ
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
腸
内
フ

ロ
ー
ラ
が
崩
れ
る
と
、
ア
レ
ル

ギ
ー
を
は
じ
め
、
多
発
性
硬
化

症
の
よ
う
な
特
定
疾
患
、
自
閉

症
に
も
関
係
す
る
と
言
わ
れ
ま

す
。
腸
内
フ
ロ
ー
ラ
だ
け
で
重

量
は
約
１
・
５
㌔
も
あ
り
ま

す
。
今
で
は
、
腸
内
細
菌
も
多

様
性
と
い
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

細
菌
が
い
る
ほ
う
が
病
気
に
な

り
に
く
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
腸
内
細
菌
叢
（
そ
う
）

が
今
、危
機
を
迎
え
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
の
一
つ
に
前
述
の
食

物
繊
維
の
摂
取
減
少
が
あ
り
ま

す
が
、
も
う
一
つ
は
加
工
食
品

の
増
加
と
抗
生
物
質
の
乱
用
で

す
。
加
工
食
品
は
調
理
時
に
何

度
も
食
材
を
洗
う
た
め
、
栄
養

素
や
微
量
元
素
が
流
出
し
て
し

ま
う
の
で
す
。
ま
た
、
肉
類
に

は
精
製
油
脂
や
化
学
調
味
料
、

防
腐
剤
の
リ
ン
酸
塩
が
注
入
さ

れ
ま
す
。
抗
生
剤
は
医
薬
品
に

限
ら
ず
、
家
畜
や
飼
料
、
養
殖

の
魚
、
農
薬
に
使
わ
れ
、
私
た

ち
は
知
ら
ず
に
抗
生
物
質
を
取

っ
て
い
る
の
で
す
。

よ
り
よ
い
排
便
を
す
る
た
め

に
も
、
ま
ず
腸
内
環
境
を
整
え

る
こ
と
。
薬
に
頼
ら
ず
、
自
然

の
素
材
を
調
理
し
、
善
玉
菌
の

多
い
食
事
を
積
極
的
に
取
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
毎
日
良
い
便

が
出
て
、
臭
い
お
な
ら
が
な
く
、

快
適
な
状
態
と
い
う
の
が
理
想

的
な
腸
で
す
。
毎
朝
便
を
チ
ェ

ッ
ク
し
て
、
よ
り
よ
い
腸
内
環

境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

腸
内
細
菌
は
日
〝々
作
り
込
む
〟も
の

養 生 術
古賀所長の

心 を 養 う

第４回前半は田中先生に、「腸内環境と最新の便秘治療」に
関する素晴らしいご講演をいただき、特に理想的な腸内フ
ローラの維持が健康長寿につながるとのフレーズが印象的
でした。
さて、今回は番外編で、本庶佑氏がノーベル賞を受賞さ
れたことであらためて注目されている新しい免疫療法につ
いてです。ガンは国民の死因第１位。手術、抗ガン剤、放
射線の３大治療があり、現在、分子標的療法（治療抵抗性
の悪性リンパ腫が治るリツキサン、白血病が飲み薬で治る
グリベックは衝撃的でした）が第４の治療で、免疫療法は
第５の治療と私は位置付けしています。
人体には生命維持のためさまざまな機構でアクセルとブ
レーキが存在しています。車の運転が良い例です。今考え
るとガンを攻撃する重要な免疫細胞のリンパ球も当然、ア
クセルとブレーキのスイッチを持っているはずです。しか

し長年、ほとんどの科学者がアクセルの増強
ばかり考え、ブレーキに関してはほとんど注
目されていなかったのです。続きは次回に。

古賀　震
1957年、福岡県生まれ。熊本大医学部卒。静岡
県立大看護学部基礎医学分野（内科学血液腫瘍
研究室）教授。2018年4月よりSBS静岡健康増
進センター所長。


